
船舶事故等調査報告書 

平成２２年６月２４日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９広第３０７号 

事故等種類 転覆 

発生日時 平成２１年１１月３０日 ０９時５０分ごろ 

発生場所 広島県江田
え た

島湾 安芸
あ き

中田
なかた

港小方
おがた

北防波堤灯台から真方位１３８°５０

０ｍ付近（概位 北緯３４°１４.０′、東経１３２°２６.４′） 

事故等調査の経過 平成２１年１２月１日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事

務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等 

 

作業船 いりふねでふね、５トン未満（登録長１１.３０ｍ） 

２７１－１４４５広島、中谷造船株式会社 

乗組員等に関する情報 船長、二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

死傷者等 なし 

損傷 機関を濡損 

事故等の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、Ｂ船が台船（以下「Ｃ船」とい

う。）をえい航
．．．

した引船列（以下「本件引船列」という。）を構成して

航行する際の本件引船列の補助作業船（ブレーキ船）であった。Ａ船

は、Ｃ船からえい
．．

航索を取り、Ａ船の船尾に設けられたえい
．．

航用フック

にえい航索を掛け、江田島湾内を約３ノットの速力で被えい
．．

航中、平成

２１年１１月３０日０９時５０分ごろ、右舷側に転覆した。 

気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南南西、風速 約１.４m/s、視界 良好 

海象：潮汐 下げ潮の初期、海上 平穏 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

 Ａ船は、江田島湾において、本件引船列を減

速させるなどの補助作業船として船首を航行方

向とは逆に向けて、えい
．．

航されていたものと考

えられる。 

 Ａ船は、被えい
．．

航中、右転する傾向があった

ため、左に当て舵を行っていたものと考えられ

る。 

船長Ａは、Ｃ船の向きを変えるため、機関を

回転数毎分６００～７００の前進とし、舵を右

にとったものと考 れる。 えら

 船長Ａは、被えい
．．

航中、Ａ船の船首が右回頭

し、船首方向が本件引船列の航行方向に対して

ほぼ直角になってＡ船が横引き状態となり、船

体が右舷側に傾斜し始めたので、操舵室の外に

出たころ、Ａ船が右舷側に転覆したものと考え

られる。 



原因  本事故は、Ａ船が、江田島湾において、本件引船列の補助作業船とし

て航行方向とは逆の方向に船首を向けて被えい
．．

航中、機関を前進として

舵を右にとったため、船首が右回頭して横引き状態となり、右舷側に転

覆したことにより発生したものと考えられる。 

 




